
■主催 鈴木孝幸杯実行委員会
■主管 鈴木孝幸杯実行委員会
■協力 一般社団法人　日本パラ水泳連盟　一般社団法人日本知的障害者水泳連盟　

一般社団法人日本デフ水泳協会 川崎水泳協会
■特別協賛 株式会社ゴールドウイン　スピード事業部
■協賛 日本財団HEROs
■開催日 令和6年11月24日（日）
■会場

■参加資格

１．以下に掲げる団体に申込日現在、令和6年度選手登録を完了している者
・一般社団法人日本パラ水泳連盟
・一般社団法人日本知的障害者水泳連盟
・一般社団法人日本デフ水泳協会

２．原則として、横浜国際プールに来場できる距離に在住・在学する小・中・高・大学生等学生
３．原則として、横浜国際プールに来場できる距離に在住・在勤する１６歳以上で

高校生、大学生等学生を除く
４．東京・神奈川近郊で活動する団体（任意団体でも可・日本水泳連盟登録である必要はない）

（中学校・高校・大学・サークル等）
■参加制限 1人4種目以内（参加資格３のみ2種目以内）
■競技種目

上記種目のほかに、エキシビションリレーを実施する予定です。
■競技順

※リレー
1 200m 個人メドレー 予選 10 200m 個人メドレー 決勝
2 50m バタフライ 予選 11 50m バタフライ 決勝
3 50m 平泳ぎ 予選 12 50m 平泳ぎ 決勝
4 50m 背泳ぎ 予選 13 50m 背泳ぎ 決勝
5 50m 自由形 予選 14 50m 自由形 決勝
6 100m バタフライ 予選 15 100m バタフライ 決勝
7 100m 平泳ぎ 予選 16 100m 平泳ぎ 決勝
8 100m 背泳ぎ 予選 17 100m 背泳ぎ 決勝
9 100m 自由形 予選 18 100m 自由形 決勝
※リレー

■競技・記録 ・今大会は、パラ３団体の国内公認大会として実施する
・公益財団法人日本水泳連盟は未公認大会・一般社団法人日本マスターズ水泳協会未公認大会
・令和6年度　日本水泳連盟競技規則、WPS競技規則、日本マスターズ水泳協会競技規則に則り行う。
・予選・決勝で行う（参加資格３は予選のみ出場可）
・全自動判定装置により判定

■表彰 ・各種目、WAポイント・WPSポイントを基にポイント上位3名にメダルを授与する

■参加費 1種目1,500円

■申込方法 個人参加
　以下のフォームで申込

https://forms.gle/hmoTzS2v4QLpQhb97
団体参加
　所定のExcelシートに必要事項を記入して申込（小・中学生のエントリーには別途保護者の同意書が必要です）

申込アドレス entry.swimkawasaki@gmail.com

■申込期間 令和6年10月15日（火）〜　令和6年11月7日（木）
参加料の送金については2次要項で案内する

■施設利用について ・水分補給、食事は指定の場所のみとなります。
・施設敷地内は全面禁煙です。ご協力をお願いいたします。 
・大会参加時の怪我・健康管理は、本人の責任とし、自分の体調には十分留意してください。

■その他 ・2次要項(当日の競技時間等)は別途川崎水泳協会のホームページでお知らせいたします。 

・参加費は入金後の返金はできません。
・当日棄権されても、参加費の払戻しは出来ませんので、ご了承ください。

・詳細は川崎水泳協会のホームページをご確認ください。
・けがについては、傷害保険に加入しますので保険の範囲内での対応となります。

・ご来場は、公共交通機関をご利用ください。 

・主催者の責によらない事由での競技会中止・または途中での中止の場合参加費の返金はいたしません。

・代表者は最後まで会場に留まり、選手の安全管理を行ってください。

なお、入場者の制限については今後の社会情勢の変化によって変更になる場合があります

■個人情報ならびに肖像の取り扱いについて

本大会にあたり、取得した個人情報ならびに肖像の取り扱いについては以下の通りとします。

・申込用紙等に記載された個人情報については、大会のプログラムやランキングの作成を含み、大会運営を円滑に

行うために必要なものだけに使用し、その他の目的には使用、提供いたしません。

　鈴木孝幸杯インクルーシブ短水路水泳競技大会　開催要項

50m　 100m
個人メドレー

200m

横浜国際プール　サブプール（日本水泳連盟公認プール・25m×8レーン）

自由形 背泳ぎ 平泳ぎ バタフライ
50m    100m 50m    100m 50m 　100m

以下のいずれかに当てはまる者　（主催者で宿泊の斡旋はできないので注意すること）

mailto:entry.swimkawasaki@gmail.com


・スタートリストや競技結果としてホームページ等の媒体に掲載します。

・本大会のプロモーションのために（次年度以降も含む）映像や画像を使用することがあります。

・水泳の普及活等のために以降各種媒体に使用することがあります。

・報道機関の取材がある可能性があります。

・本大会は YouTube 配信を行います。

・競技会主催者が定めた撮影者によって撮影されたすべての映像は主催者に帰属します。

・大会参加あたり、個人情報の取り扱いに関して、上記内容に同意された上での参加となります。


